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76. Maeda Y, Migita K, Higuchi O, Mukaino A, Furukawa H, Komori A, Nakamura M, Hashimoto S, Nagaoka S, Abiru S, 
Yatsuhashi H, Matsuo H, Kawakami A, Yasunami M, Nakane S. Association between Anti-Ganglionic Nicotinic 
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80. Tateishi Y, Hamabe J, Kanamoto T, Nakaoka K, Morofuji Y, Horie N, Izumo T, Morikawa M, Tsujino A. Subacute lesion 
volume as a potential prognostic biomarker for acute ischemic stroke after intravenous thrombolysis. J Neurol Sci. 
369:77-81,2016. (IF: 2.126) ＊ 

81. Yoshimura S, Nakamura H, Horai Y, Nakajima H, Shiraishi H, Hayashi T, Takahashi T, Kawakami A. Abnormal distribution 
of AQP5 in labial salivary glands is associated with poor saliva secretion in patients with Sjögren's syndrome including 



 
 

                                           

 6 

neuromyelitis optica complicated patients. Mod Rheumatol. 26(3):384-390, 2016. (IF: 1.843) ＊○ 
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B 邦文 
B-a 
1. 梅田雅孝，三瀦正秀，古賀智裕，一瀬邦弘，向野晃弘，河野浩章，樋口 理，中根俊成，江口勝美，植木幸孝，川
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24. 立石洋平，辻野 彰. 【脳卒中はこう診る-新ガイドラインで何が変わったか】 脳卒中の診断 救急外来における脳

卒中チームの診断治療体制. Medicina. 53(2):266-269, 2016. 

25. 濱崎真二，本村政勝. 神経疾患治療ノート Lambert-Eaton 筋無力症候群. Clinical Neuroscience. 34(5):594-595, 2016. 
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B-c 
1. 一瀬邦弘，荒牧俊幸，川上 純. 4.関節リウマチの腎障害：治療が関節リウマチの腎障害を変える. 新 膠原病・血

管炎の腎障害. 編集：湯村和子，発行者：蒲原一夫 出版社：東京医学社 東京. 126-135, 2016. 

2. 一瀬邦弘，川上 純. 全身性エリテマトーデス 診断と治療のＡＢＣ 第 3 章 診断 「病型分類 亜型」. 全身性

エリテマトーデス 診断と治療のＡＢＣ. 監修：門脇 孝，工藤正俊，倉林正彦，田中良哉，畠 清彦，三嶋理晃. 
企画：田中良哉 出版社：最新医学社（大阪市）104-115, 2016. 

B-d 
1. 川上 純，古賀智裕，右田清志，地内友香，小鶴秀子，富永ルミ，吉浦孝一郎，谷内江明宏，清水正樹，東馬智子，

増本純也，伊藤有紀，金子直恵，岩崎智之，大西佐知子，上松一永，山崎崇志. 革新的な医薬品等の開発を促進さ

せる研究 遺伝子変異に基づくＦＭＦインフラマソーム病態解析と炎症制御に向けたトランスレーショナル研究. 
疾患克服への挑戦 －ライフサイエンスの現状と未来への展望－2015 年度ＡＭＥＤ6 事業合同成果報告会. 
140,2016. 

2. 宮坂信之，山中 寿，針谷正祥，小池隆夫，天野宏一，池田 啓，伊藤 亘，遠藤平仁，大野 滋，小笠原倫大，金

子祐子，川上 純，川人 豊，岸本暢将，小嶋俊久，小嶋雅代，酒井良子，鈴木 穀，瀬戸洋平. 我が国の関節リ

ウマチ診療標準化のための研究. 厚生労働省科学研究費補助金 （難治性疾患克服研究事業 難治性疾患等政策研

究事業（免疫アレルギー疾患等政策研究事業 免疫アレルギー疾患政策研究分野））総括研究報告書. 3-10, 2016. 

3. 宮坂信之，針谷正祥，酒井良子，天野宏一，金子裕子，川上 純，松井利浩. 大規模保険データを用いた我が国の

RA 患者における合併症リスクの検討. 厚生労働省科学研究費補助金 （難治性疾患克服研究事業 難治性疾患等政

策研究事業（免疫アレルギー疾患等政策研究事業 免疫アレルギー疾患政策研究分野））分担研究報告書. 17-20, 2016. 

4. 宮坂信之，川上 純，小池隆夫，川尻真也，玉井慎美，西野文子，上谷雅孝，青柳 潔. 超音波を用いた「関節リ

ウマチ分類（診断）基準」の確立および「超音波を用いた関節リウマチ多施設共同研究」の推進. 厚生労働省科学

研究費補助金 （難治性疾患克服研究事業 難治性疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾患等政策研究事業 免

疫アレルギー疾患政策研究分野））分担研究報告書. 32-35, 2016. 

5. 吉崎和幸，矢野真吾，岡本真一郎，川端 浩，水木満佐央，川上 純，正木康史，井出 眞，宇野賀津子，八木克己，

小島俊行，水谷 実，徳嶺進洋，西本憲弘，藤原 寛，中塚伸一，塩沢和子，岩城憲子. 診療体制の確立. 厚生労働

省科学研究費補助金 （難治性疾患克服研究事業 キャッスルマン病の疫学診療実態調査と患者団体支援体制の構

築に関する調査研究班）分担研究報告書. 13-15, 2016. 

6. 吉崎和幸，川端 浩，岡本真一郎，水木満佐央，川上 純，正木康史，矢野真吾，井出 眞，宇野賀津子，八木克

己，小島俊行，水谷 実，徳嶺進洋，西本憲弘，藤原 寛，中塚伸一，塩沢和子，岩城憲子. 診断基準、臨床的病

型分類，重症度分類，および、診療の参照ガイドの策定. 厚生労働省科学研究費補助金 （難治性疾患克服研究事

業 キャッスルマン病の疫学診療実態調査と患者団体支援体制の構築に関する調査研究班）分担研究報告書. 20-36, 
2016. 

7. 吉崎和幸，川上 純，古賀智裕，川尻真也. サイトカインの多項目同時測定によるキャッスルマン病の病態の解析. 厚
生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業）.「キャッスルマン病の疫学診療

実態調査と患者団体支援体制の構築に関する研究」. 平成 27 年度 総括・分担研究報告書 48-50, 2016. 

8. 住田孝之，坪井洋人，川上 純，佐野 統，田中真生，竹内 勤，田中良哉，三森紀世，中村誠司，斎藤一郎，太田晶

子，坪田一男，高村悦子，以下協力者(浅島弘充，高橋広行，廣田智哉，近藤裕也，西山 進，川野光弘，吉原俊雄，

冨坂美奈子.) シェーグレン症候群に関する調査研究. 厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業（難

治性疾患克服研究事業）分担研究報告書. 40-71, 2016. 

9. 出雲周二，岡山昭彦，中村龍文，髙島 博，中川正法，久保田龍二，山野嘉久，藤田次郎，川上 純，鴨居功樹，

中尾久美子，松浦英治. HAM 及び HTLV-1 関連希少難治性炎症性疾患の実態調査に基づく診療指針作成と診療基盤

の構築をめざした政策研究. 厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 HAM 及び HTLV-1 関連希少

難治性炎症性疾患の実態調査に基づく診療指針作成と診療基盤の構築をめざした政策研究 平成 27 年度総括・分担

研究報告書. 2-18, 2016. 

10. 出雲周二，(協力分担者、川上 純)，（研究協力者、中村英樹）. HTLV-Ⅰ陽性シェーグレン症候群の手引きについ

ての研究. 厚生労働省科学研究費補助金 （難治性疾患克服研究事業）分担研究報告書. 91-95, 2016. 

B-e 
1. 寳來吉朗. 満喫！海外留学 ～ラボとタウン紹介～ チューリッヒ大学留学体験記. 炎症と免疫. 24(5):445-447, 

2016. 

2. 玉井慎美. Message from Next Generations 長崎（日本）から世界へ. リウマチ. 52:6, 2016. 

3. 中村英樹. 第 51 回九州リウマチ学会 座長のまとめ -診断困難なあるいは稀な疾患（自己炎症症候群を含む）2. 九
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州リウマチ.36(2):S20, 2016. 

 

研究業績集計表 教室等名：301 内科学第一

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2016 82 1 0 0 0 83 79 16 27 2 10 3 58 141

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2016 0 0 14 14 8 19 152 179 193

論文総数に係る教員生産係数一覧

2016

Impact factor 値一覧

2016 226.479 20.589 2.867

0.589 7.545 0.952 7.182

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

A-b B-b

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

 


